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この図は、平成27年１月に策定された「震災に強いまちづくり方針」により作成したものであり、建物全壊率や道路閉塞率を示した図の情報は名古屋市都市計画情報提供サービスで閲覧・印刷することができます。

名古屋市都市計画情報提供サービスとは… 名古屋市の都市計画情報等を地図や画像を利用してインターネットで皆様に公開・提供するサイトです。
http://www.tokei-gis.city.nagoya.jp/

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの
被害想定をもとに評価した建物全壊率
及び歩行者通行における道路閉塞率
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平成29年3月発行

問い合わせ先　中区役所区政部総務課
住　　　　所　名古屋市中区栄四丁目１番8号
電　　　　話　（052）265－2207

平常時の心得

過去災害の被害状況や建物倒壊・

道路閉塞などの災害危険度の情

報、避難所等の位置を確認し、家

族会議を開いて話し合う等日頃か

ら防災・減災意識を高め、いざと

いう時に備えましょう。

□ 指定避難所等の場所を知る。
・近くの指定避難所等を確認しておきましょう。

□ 非常持出品・備蓄品を用意する。
・水や食糧、携帯用トイレ等の備蓄品を１週間
分、そのうち３日分は非常持出品として持ち
運びが出来るようにしましょう。

□ 家具を固定する。
・家具に押しつぶされたり、避難の妨げとなら
ないよう家具を固定しましょう。

□ 安否確認方法を決めておく。
・ＮＴＴの災害用伝言ダイヤル「１７１」や、各
携帯電話会社が提供する災害用伝言板サー
ビスを確認しておきましょう。

□ 建物を耐震化する。
・昭和56年５月以前に着工した住宅には助成
制度があります。
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大井町7-25

橘一丁目14-4
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正木三丁目2-21

962-6662

211-3251

231-1405

221-8678

232-2327

262-0608

262-0589

242-1210

241-3429

269-1841

241-7770

231-0122

262-7677

331-7297

321-9201

321-0260

321-5511

331-5288

265-9080

321-0080

322-4751

331-9568

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

名城小学校

丸の内中学校

御園小学校

栄小学校

中スポーツセンター

新栄小学校

白山中学校

中文化センター

千早小学校

千早コミュニティセンター

老松小学校

大須小学校

前津中学校

松原小学校

真宗大谷派名古屋別院（東別院）

橘小学校

中生涯学習センター

橘コミュニティセンター

平和小学校

正木小学校

伊勢山中学校

指定避難所一覧
番号 指定避難所名 住所 電話番号

建物倒壊の危険性
（都市計画図より）

道路閉塞の危険性
（都市計画図より）

20%以上

 5%未満

 凡例 広域避難場所

 5%以上～10%未満
10%以上～15%未満
15%以上～20%未満 70%以上

40%以上～70%未満
20%以上～40%未満
20%未満

マップの見方（建物倒壊の危険性）
・建物構造及び建築年と、被害想定（あらゆる可能性を考慮した最大クラス）に
おいて地盤状況を考慮して計算された震度、液状化可能性により、建物が全
壊する割合を街区ごとに評価したものです。

・全壊率が大きい（赤い色）ほど、建物倒壊の危険性が高くなります。
・液状化可能性は、液状化可能性指数（PL 値）による液状化面積割合、構造別
の支持杭の有無、液状化被害を受ける割合により算定しています。
・建物全壊率は街区ごとの平均値であり、街区内の全ての建物が同じ危険性を
有しているわけではありません。

・色がない街区（建物全壊率５％未満）においても建物が倒壊する可能性はあり
ます。
・建物データは、平成23年度建物用途別現況調査に基づきます。
・計算手法等の詳細につきましては、震災に強いまちづくり方針の解説（P96）
をご覧ください。

※道路閉塞の危険性の図面の見方、評価条件等につきましては、
　名古屋市都市計画情報提供サービスをご確認ください。

※中区の広域避難場所・指定避難所はすべて指定緊急避難場所に指定されています。

名古屋市男女平等参画推進センター
名古屋市女性会館（イーブルなごや）
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